
第１３回「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」 
ご説明内容 

 
 
 
１．日 時 平成１６年６月２日（水）１９：００～２１：５０ 
２．場 所 柏崎原子力広報センター 研修室 
３．議 題  
１） 前回定例会以降の動き 
① 新潟県からの説明 
② 東京電力㈱からの説明 
◆ 前回（４／７）以降の動き ··························２ページ 
◆ ２号機の定期検査状況ついて ·······················３ページ 

 
２） 原子力安全・保安院、東京電力への提言 
① 不正問題の総括 
◆ 原子力安全・保安院からの説明 
◆ 東京電力㈱からの説明 ································４ページ 
② 地域の会からの提言 
③ 意見交換 

 
３） その他 

 

以 上 



                             平成１６年６月２日 
東京電力株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 
第１３回「地域の会」定例会資料 

 
 
前回（４／７）以降の動き 

 
 
・４月 ８日 １号機の発電開始 
・４月１３日 ２号機の点検・補修状況について公表 

（圧力抑制プール内にゴミ等の確認なし） 
・４月１４日 ３号機の原子炉起動 
・４月１８日 ３号機の発電開始 
・４月２７日 ５号機の原子炉起動 
・４月２８日 管理区域からの搬出物品の取扱いに関する改善状況を原子力安全・ 

保安院に報告 
・４月３０日 ５号機の発電開始 
・５月１４日 １号機の営業運転再開 
・５月１９日 ２号機原子炉格納容器漏えい率検査の実施 
・５月２５日 ３号機の営業運転再開 
・５月２７日 ２号機における原子炉自動スクラム（Ｂ系）警報の発生 
・６月 １日 ２号機の定期検査状況について公表 
        ２７日の警報発生の原因は電気回路の一部の誤作動により発生し

たものと推定。 
 

 
     以 上 



 

【運転・定検状況（その他）】 

平成 16 年６月１日 

 

２号機の定期検査状況について 

 

東京電力株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当所２号機は、平成 16 年５月 27 日に誤信号により発生した「Ｂ系原子炉自

動スクラム」の警報について調査を進めてまいりましたが、原因は電気回路の

一部の誤作動により警報が発生したものと推定いたしました。 

当該品を取替えることとし、今後、新たな部品の手配とその機能確認、納入後

の取替え、関連する検査等を慎重に実施してまいります。なお、これらの作業

に２週間程度かかる見込みです。 

 

以 上 

 



1

柏崎刈羽原子力発電所の柏崎刈羽原子力発電所の

今後の取り組みについて今後の取り組みについて

平成１６年６月２日平成１６年６月２日

東京電力株式会社東京電力株式会社



2

設備の点検・補修の経過設備の点検・補修の経過
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シュラウド補修
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シュラウド補修

再循環系配管点検 追加点検
再循環系配管補修

再循環系配管点検 追加点検
再循環系配管補修
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今後のシュラウド点検・保守計画今後のシュラウド点検・保守計画
①.経過観察する下部リングの「ひび」は、次
回の定期検査で点検し、以降は隔回毎の
定期検査で点検

②.除去した中間胴，サポートリングの「ひび」
は、次回の定期検査で点検し、以降は１０
年に一度の頻度で点検

③.その他は、１０年に一度の頻度で点検

④.中間胴は、「ひび」発生の可能性が高い環
境下にあるため、今後、計画的に応力腐
食割れ対策を実施

中間胴中間胴

下部リング下部リング

サポートリングサポートリング

シュラウドの点検・補修の様子
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今後の再循環系配管点検・保守計画今後の再循環系配管点検・保守計画

再循環系配管の概要

① 今回、取り替えて応力腐食割れ対策を実施

した溶接箇所は、これまでの考え方に基づ

いて１０年間で全溶接箇所の２５％を点検

② その他の溶接箇所については、５年間で全

溶接箇所を点検すると共に、今後、計画的

に応力腐食割れ対策を実施

③ 今後の点検に当たっては、改良された超音

波測定技術を採用

④ 作業に当たっては、現場環境を十分に整備
（「圧力抑制室への異物混入」の教訓を生かして）

内面水冷

溶接線

配管
高周波加熱コイル

高周波誘導加熱の概要
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「放射線管理区域からの物品搬出」の対策「放射線管理区域からの物品搬出」の対策

放射性廃棄物として処理放射性廃棄物として処理放射線管理区域内の物品放射線管理区域内の物品

搬出しようとする物品搬出しようとする物品搬出しようとする物品

搬出基準を満足？搬出基準を満足？
(0.4(0.4ベクレルベクレル//cmcm22未満未満))

再使用品再使用品 リ　サ　イ　ク　ル　品リ　サ　イ　ク　ル　品 産業廃棄物産業廃棄物

【再使用】
　・工具
　・計器
　・工事用機材　等

【構内保管】
　・設備金属類
　・コンクリート
　・保温材　　　等

【構外産廃処理】
　・蛍光灯
　・乾電池　　等

リサイクル

【構内産廃処分】
　・保温材　　等

【構外産廃処分】
　・金属
　・廃プラ　　等

管理区域管理区域

内で焼却内で焼却

焼却炉焼却炉

ドラム缶にドラム缶に
詰めて保管詰めて保管

廃棄物の搬出禁止廃棄物の搬出禁止

廃棄物の低減廃棄物の低減
再利用化の促進再利用化の促進

YesYes→→搬出搬出 放射線管理区域放射線管理区域

発電所構内発電所構内

NoNo

管理区域管理区域



６

【対策例】 説明用のビデオ説明用のビデオ

説明用のパンフレット説明用のパンフレット対策後のルール説明会対策後のルール説明会

構内保管物品は、社員の立会いの下で保管容
器に収納

保管後も、構内保管の管理状況を確認

構内保管物品は、社員の立会いの下で保管容
器に収納

保管後も、構内保管の管理状況を確認

現在、全ての搬出確認測定に社員が立会い

今後は、搬出確認測定後の最終確認を実施する
と共に、パトロールでプロセス管理を行う予定

現在、全ての搬出確認測定に社員が立会い

今後は、搬出確認測定後の最終確認を実施する
と共に、パトロールでプロセス管理を行う予定
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品質マネジメントシステム改善に向けた取り組み

要求事項（ルール）の明確化

発電所全体のマネジメントシステム構築

調達管理、不適合管理等の改善

物品搬出問題　等

＜具体的取り組み＞

　品質方針及び品質目標の策定

　品質マニュアル（「原子力品質保証規定」、「発電所品質保証計画書」）

　　の制定、施行。

　品質マニュアルを頂点とした文書体系の整理。
方針

及び目標

管　理

業務実施

①　JEAC4111及びISO9001が要求する管理のマニュアル

②　発電所内プロセスの効果的な計画、運用及び管理を

　　確実にするためのマニュアル

要領、手引き、手順書等

ＩＳＯ９００１認証取得
記　録
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作業管理・環境改善に向けた取り組み
　パートナーシップ委員会
　　　発電所設備／運営に対する協力企業さんの意見・要望について審議

　作業班長リーダーシップ研修
　　　現場を扱う作業班長とのコミュニケーション促進

　横断的な現場パトロールの実施

　　　現場の４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）、設備状況、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　物品保管状況について横断的なパトロール

　作業管理改善検討会　合同推進チーム

　　　現場パトロール、現場インタビュー等を通じた現場作業管理上の問題点の抽出と改善

　品質・安全部（品質管理Ｇ）の設置

　　　実施部門とは独立した観点から現場作業の品質を確認

　定検工事事務所の設置

　　　より現場に密着した定検期間中の作業管理を実施する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ために、プラント建屋内に事務所を設置予定

当社・協力企業合同の清掃

好事例の掲示

作業班長リーダーシップ研修作業班長リーダーシップ研修

合同推進チームの活動



情報公開の徹底と原子力再生活動について
9

(1).情報公開の徹底　

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾌﾟﾚｽ発表

●●

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
への掲載
をお知らせ

運転保守管理情報の内、
信頼性を確保する観点
からすみやかに詳細を
公表する事象

毎日（平日）、不適合
事象を取りまとめて公
表

区
分
Ⅲ

○○運転保守管理上、重要
な事象

休祭日を問わず、公表

夜間の場合は、翌朝
準備が整い次第公表

区
分
Ⅱ

◎◎法律に基づく報告事象
等の重要な事象

夜間・休祭日を問わず、
すみやかに公表

区
分
Ⅰ

公表方法事象の概要公表区分

◎：夜間・休祭日を問わず実施
○：休祭日を問わず実施。夜間の場合は翌朝準備が整い次第実施
●：前日に発生した不適合事象を、翌日（平日）の夕刻に取りまとめて実施

(2).原子力再生活動の推進　

レイニーチームレイニーチーム

業務プロセス改善活動
　・発電，保全，品質安全・・・７ﾋﾟｱｸﾞﾙｰﾌﾟ

　・組織変更，教育訓練・・・・６Ｐｊチーム

意識とスキルの土台
を構築，人材を供給

リーダーシップ開発研修　

　・変革の意識を持たせる　

　・変革の手法を学ぶ

スポンサーシップスポンサーシップ

リーダーシップ開発研修リーダーシップ開発研修

レイニーチームによるレイニーチームによる

コーチングコーチング
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原子力関連部門の改編後の組織原子力関連部門の改編後の組織

（平成 年 月 設置予定）

原子力部門全体の品質保証・安全確保の一層の充実

発電所の支援機能の強化

立地・原子力両部門が一体となった地域共生への取り組みの推進

従来の「立地地域本部」「原子力本部」「原子力発電所」を統合し、

新たに「原子力・立地本部」を設置

社長 原子力・立地本部 原子力・立地業務部

原子力技術・品質安全部

立地地域部

原子力運営管理部

原子燃料サイクル部

（福島第一、福島第二、柏崎刈羽）
原子力発電所

原子力品質監査部（平成１４年１０月１５日設置）
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